











































































































年度、区分 0.5t未満 0.5～1.0t 1.0～5.0t 小計
昭。51 8 26 4 38
昭。53 6 30 8 44
昭。56 8 35 35 78
昭。57 9 39 38 86
注）『村勢要覧』昭和51，53，56，57各年度版より作成
第3表伊平屋村・漁獲高推移（単位） 数量



















52 215 103 116 75-250
53 216 107 100 162.053
54 403 55 305 190,951
55 551 130 394 283.唾9



























































昭和54 91 75 165 3 52 15 － 69
昭和58 124 72 196 2 61 48 ‐－ 111
伊平屋・伊是名の水産業
第5表漁獲高 単位：千円
年度 漁獲高（金額）
昭和54 173,981
昭和57 195,391
注）『村勢要覧』昭和55年度（54合）版および
昭和57年度（56合）版より作成
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ぷているこれにより、生産を倍増しようというのである。すなわち、現在の2億円（第5表）
を3億～4億円の大台に乗せようということである。
両島のもずく業のちがいの最大のものは、何といっても流通経路である。伊平屋が昭和56年
の値くずれを機に本土業者との契約生産に入ったのにたいし、伊是名では、あえて県漁連を通
じてのせり販売をおこなっている。双方とも、それぞれ特色があり、甲乙つけがたい。しかし
漁民にとっていずれがよいのか、興味あることである。
3）残された課題一人．組織・環境（､'もずく〃が危ない.／）
両島を通じて、残された課題は共通である。
まず、人の問題。これは後継者づくりである。漁民の高齢化は共通のなや承であるが、もず
く養殖でUターン青年の漁業への関心もでてきている。この傾向を維持し、定着させるために
は、もずく産業が産業として安定成長するか、いなか、が、最大の課題であろう。品質は、在
来種（太め)、新種（いともずく）ともに優れていて問題はないと思われるが、全国の消費者に
どのようにして食してもらえるかなど、宣伝・販売のルートの研究が必要であろう。
加えて、他産業（主として農業）との兼業、協業など、くゑあわせの問題および生産環境、
文化環境の問題がある。青年の「いきがい」の問題では、コミュニティ作りであろう。
とくに、今回の調査で緊急にそして真剣に検討されなければならないと感じたことは、両島
ではじまった農業基盤整備事業（土地改良工事）による漁場汚染問題である。
もずく養殖に必要な環境は、まず第一に清らかな海水といわれている。伊是名・伊平屋のも
ずくの品質のよさは、まさに、この良好な環境にあるという。しかし、徐々にではあるが、こ
の漁場に､'へどろ〃が混入しはじめているという。漁民の話によれば、雑漁用の刺網にも、'へ
どろ〃の付着が始まっているとのことである。漁協で働く青年の訴えは切なるものがある。日
く、「農業は、この島の最大の基幹産業であり、島民の大多数の所得源である。従って基盤整備
は急がねばならぬし、ぜひ、なされなければなりません。しかし、漁業も最近、もずく養殖の
導入により将来があかるくなってきたし、われわれ青年漁民も燃えています。このような矢先
に漁場の汚染が始まったのでは、われわれの目前は真暗です。陸の開発に反対はしませんが、
海のことも考えてほしいと思うのです」と。
沖縄本島中北部のパイン等農業開発による海岸汚染は、海を死に至らしめている。開発土木
工事に絶対必要なのは、砂防ダムなどの措置である。とくに、沖縄県のような農地と海岸が隣
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接し、しかも降水量の多い地方においては、砂防ダムなどの不充分な開発は即刻中止し、三重
四重の措置を構ずべきと考える。そのために、農業開発事業の予算にこれらに必要な資金を当
然計上すべきである。国・県の国土保全の立場からも緊要急務のことである。
両島の残された課題は、まさに、離島県・沖縄の共通の課題でもある。かつて、鰹業に命を
かけた伊平屋・伊是名両村民の、新しい明星、'もずく養殖産業〃を消さずに発展させ、農業と
漁業の調和ある＄､シマづくり〃に、国・県・村の行政は真剣に、しかも緊急にとりくまなけれ
ぱならないときにさしかかっているといえよう。
⑲
